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●
酪
農
経
営
を
悪
化
さ
せ
る
不
受
胎
牛

近
年
、
乳
牛
の
遺
伝
的
改
良
が
進
ん
で
乳
量
が
増
加
す
る
一

方
、
発
情
が
明
瞭
で
は
な
い
長
期
不
受
胎
牛
や
、
人
工
授
精
を
複

数
回
行
な
っ
て
も
受
胎
し
な
い
リ
ピ
ー
ト
ブ
リ
ー
ダ
ー
牛
の
存
在

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
乳
牛
の
繁
殖
性
の
低
下
は
生
産
寿
命
の

短
縮
化
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
酪
農
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
全
農
の
Ｅ
Ｔ
研
究
所（
以
下
Ｅ
Ｔ
研
）で
は
２
０
１
０
年

1
月
よ
り
、
こ
れ
ら
の
牛
の
繁
殖
性
の
改
善
、
な
ら
び
に
和
牛
受

精
卵
を
中
心
と
し
た
受
精
卵
移
植（
Ｅ
Ｔ
）の
普
及
・
拡
大
を
目

的
と
し
て
北
海
道
十
勝
地
区
で
新
し
い
受
精
卵
移
植
シ
ス
テ
ム

（
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今
回
は
こ
の
新
Ｅ

Ｔ
移
植
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

●
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
は

0
日
目

―
Ｅ
Ｔ
研
が
開
発
し
た
効
率
的
な
牛
発
情
同
期
化

処
置
方
法
に
よ
り
各
Ｊ
Ａ
管
内
の
移
植
候
補
牛
を
集
約
し
て
発
情

周
期
の
同
期
化
を
行
う
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｔ
研
で
生
産
し
た
高
品
質
受

精
卵
の
移
植
を
Ｅ
Ｔ
研
職
員
が
実
施
す
る
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て

行
な
う
こ
と
で
高
い
受
胎
率
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
連

の
作
業
の
流
れ
に
つ
い
て
は
図
に
取
り
ま
と
め
た
。

●
高
度
化
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ま
た
、
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
高
度
化
に
向
け
て
新
た
な

技
術
を
取
り
入
れ
て
よ
り
一
層
の
受
胎
率
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
。

①
Ｅ
Ｔ
研
が
開
発
し
た
受
精
卵
の
チ
ル
ド
保
存
技
術
に
よ
り
、
高

品
質
の
状
態
の
ま
ま
新
鮮
卵
の
供
給
が
可
能
と
な
り
、
全
国
各

地
で
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
実
施
可
能
と
な
っ
た
。
九
州
地
区
は

も
と
よ
り
中
国
・
四
国
地
区
で
も
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
の
協

力
を
得
て
行
な
っ
て
い
る
。

②
経
産
牛（
特
に
泌
乳
牛
）の
簡
易
的
栄
養
状
態
の
判
定
の
た
め

採
血
を
実
施
し
て
Ｂ
Ｕ
Ｎ
と
血
糖
を
測
定
し
て
い
る
。
異
常
値

を
示
し
た
受
卵
牛
に
対
し
て
正
常
な
値
に
戻
す
効
果
の
あ
る

Ｅ
Ｔ
研
が
開
発
し
た
混
合
飼
料「
と
ま
る
ち
ゃ
ん
」を
活
用
し

て
受
胎
率
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

③
移
植
前
日
の
卵
巣
に
存
在
す
る
黄
体
の
状
態
を
直
腸
検
査
よ
り

正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
超
音
波
画
像
診
断
器
を
使

う
こ
と
で
受
胎
率
の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

●
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
成
績

新
た
な
技
術
を
組
み
込
み
な
が
ら
実
施
し
た
２
０
１
１
年
度

の
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
全
体
の
成
績
は
66
・
０
％
と
高
い
受
胎
率
を

得
た
。
ま
た
北
海
道
で
生
産
し
た
受
精
卵
を
九
州
地
区
に
新
鮮
卵

の
状
態
の
ま
ま
チ
ル
ド
保
存
技
術
を
使
い
な
が
ら
空
輸
し
て
移
植

し
た
受
胎
率
は
68
・
７
％
で
あ
っ
た
。

●
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
後
は
現
行
の
新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
な

が
ら
長
期
不
受
胎
牛
に
対
す
る
繁
殖
性
の
改
善
や
暑
熱
期
に
お
け

る
受
胎
率
の
向
上
の
た
め
に
本
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
高
度
化
を
図

っ
て
い
く
。 

高
受
胎
率
を
め
ざ
し
た
移
植
シ
ス
テ
ム

〜
Ｅ
Ｔ
研
に
よ
る
牛
発
情
同
期
化
処
置
法

乳牛

TOPICS

図：ＥＴ研による発情同期化処置法の流れ

子宮および膣の検査 ET研で開発した膣内挿入型
黄体ホルモン製剤（PRID）を
用いた発情周期同期化処理

●1 処置の1週間前までに移植希望牛の申し込み（生産者→ JA）

●7 285日齢前後

▲

分娩

●3 11日目

▲

発情観察（生産者）

●4 17日目

▲

黄体検査（ET研職員）

●5 18日目

▲

受精卵移植（ET研職員または JA等の技術者）

●6 60日齢前後

▲

妊娠鑑定（ET研職員）
●2 0日目

▲

選畜および発情周期同期化（ET研職員）

移
植
候
補
牛

移
植
候
補
牛

  

採血
（簡易的栄養診断）
経産牛の受胎率に
悪影響を及ぼす可
能性があるBUN/
血糖の比が0.3を超
えた牛には「とまる
ちゃん」を給与

  

黄
体
像（
中
央
黒
色
部
分
）

移
植
風
景

超
音
波
画
像
診
断
装
置

 

移植候補牛の発情観察
ET研で行なったPRIDを用いた
発情同期化試験（経産牛107頭）
同期化率：96.3%、PRID抜去後、
発情までの日数：2.0±0.3日　
高率に集中して発情周期を
同期化できることが明らかとなった。

受精卵移植

超音波画像診断装置を
用いた妊娠鑑定

移植可否の判断
超音波画像診断装置を用
いた卵巣上に存在する黄
体のより正確な確認（＝よ
り正確な移植適否の判断）
が可能

モ４号は、手元のコネクタを押し込むと、先端の樹脂チューブ
が子宮深部まで伸びて、無理なく受精卵を持っていくことが
可能となる経産牛用受精卵移植カテーテル

  

胎子画像 胎子画像

0
20
40
60
80
100（％）

0日目 1日目 2日目

1% 3%

96%

PRID抜去後から発情までの日数とその頭数割合について

経産牛用受精卵移植器（モ4号）


